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 要 旨 
中学時代に評価した飲酒に関する認識度が、高校時代（14 から 18 歳時）における大量飲

酒を予測し得るかを検討した。 
オレゴン州青少年薬物使用プロジェクトの参加者 1011名のデータを用いて潜在成長モデ

ルにより構造化モデルを作成した。 
このモデルでは、7 年生時の飲酒に関する社会的イメージと記述的規範が、8 年生時の飲

酒の意欲に関連していた。これらの要因は、高校時代（9〜12 年生時）後の、大量飲酒に関

する切片と傾きに関連していた。対象者全体では、記述的規範と社会的イメージは、飲酒

意欲への影響を通じ、ともに多量飲酒（9 年生時における）の切片に影響を与えていた。多

重サンプル分析の結果では、女子でのみ、社会的イメージが大量飲酒の切片に関連してい

た。 
これらの結果より、中学時代の飲酒に関する認識度が高校時代の飲酒を予測し得ること

が示唆された。こうした知見は、社会的イメージの変容をターゲットとした、中学時代か

らの飲酒予防プログラムにより、飲酒に関する正しい認識を促していくことの必要性を強

く示すものである。 

 




